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日本IHE協会代表理事

安藤 裕

IHEとは、「医療連携のための

情報統合化プロジェクト」
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IHEとは？

• 業務を定型化して、複数の機能に分割し、
業務を実現する。

• 各機能間の情報のやり取りは、標準的な
手順とデータフォーマットを用いる。

• この業務の定義を「統合プロファイル」
（業務シナリオ）と呼ぶ。
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IHEの理念
⚫複数システムや複数メーカの装置間で医療情
報を連携し、機能を統合し、相互運用性の向
上を図る。

⚫この理念を実現するための方策

– 医療現場のワークフローをモデル化

– 既存の標準規格を使用する

– 詳細な技術文書を整備

⚫ガイドライン（技術文書）を作るだけでなく、
実際にシステムを相互に接続して、実装レベ
ルを確認→接続テスト（コネクタソン）を行
う。
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IHEのメリット
• ユーザ

–臨床現場のいろいろな問題点を提起し、解
決策を考える

–良いシステムを安く、早く導入可能

• メーカ
–いろいろな要望を一本化し、製品に反映で
きる

–開発工期の短縮、リスクの軽減
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IHEの背景
（HL7やDICOMだけではNG)
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IHE誕生の背景
• HL7やDICOMがあっても、うまく接続できない

• 標準規格の使い方が装置やメーカにより混乱

• 装置を継ぐのに膨大な打ち合わせや作業が必要

• これらを解決するために
– IHEは、業務フローを示し、規格は作らずに使い方を
示す

– 実装が規格に合致しているか接続テストを実施

– 結果を公開
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標準規格からIHE仕様の作成へ

• ベンダA社ーB社のZ病院仕様の接続

• 多大なコスト(ユーザ、ベンダ）

独自の接続仕様 Z病院

• Z病院仕様

• 規格解釈による病院ごとのばらつき

標準規格による接続仕様 Z病院

• ベンダーや医療機関に依存しない接続仕様

• 標準シナリオにおける標準規格による接続仕様

IHEによる接続

1987 HL7

1993 DICOM

1999 IHE

8



2019-10-09 IHE勉強会 in コネクタソン 「IHE概要」

IHEとは、「医療連携のための
情報統合化プロジェクト」
標準化活動ですが、………

システムを連携しなければ、IHEは無関係。

HIS RIS

PACS
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IHEと標準規格との違い

IHE 規格制定団体

成果物
技術文書

(使い方を示す)
標準規格

業務シナリオを
対象とするか？ ○ ×

接続テスト
接続テストを行
い、結果を公開
している

接続テストは、規
定されていない
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IHE活動

• 各分野での業務シナリオの作成

• 既存の規格を利用しての業務シナリ
オの実現

• 接続テスト

• 結果の公開・活動の広報

• 国際的な協調 など
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様々な部門システムを
抱え、複雑で問題の多い

医療機関側

ベンダの
技術

既存の規格を用いて
問題解決

サイクル

同じような問題を抱える
医療機関への適用が

可能となる。

業務シナリオ
（統合プロファイル）

IHE テクニカルフレーム
ワークによる

問題解決コネクタソンでの
接続テスト ベンダによる

製品への実装

学会などでIHE
による問題解決
があることを広

報

医療機関はIHEを
要求仕様に含める
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IHEの特徴

• 病院情報システム（ＨＩＳ）、放射線情報シ
ステム（ＲＩＳ）、ＰＡＣＳ（画像管理システム）
などの情報システムの相互運用性（情報
の連携）を推進する。

• ワークフロー（業務シナリオ：Integration 
Profile）を分析して、いかにシステム化する
かを提言する。

• コネクタソン（接続テスト）を行い、その結果
を公開している。
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IHE は定跡

どの定跡
（業務シナリ
オ）を使うか
を検討する

定 跡
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IHEの歴史

• 1999年、アメリカでRSNA(北米放射線学
会）とHIMSS（病院情報管理システム学
会）がスポンサーとなり、設立。

• その後各地に拡大
– 北米 （1999年）

– ヨーロッパ （2000年）

– IHE-Japan 設立（2001年）

– アジア・オセアニア（2002年）
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参加団体

• 会員

– S会員： 5 団体

– A会員： 83 団体（企業・学会を含む）

– B会員： 43 名（個人） 2019年9月25日現在

• 学会等：
日本医学放射線学会、日本放射線技術学会、日本循環器学会、
日本病理学会、日本医療情報学会、日本放射線腫瘍学会、
日本眼科学会、日本歯科放射線学会 など

• 後援：
日本核医学会、消化器内視鏡学会、日本臨床細胞学会、
日本麻酔学会
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IHE-J 組織図
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IHE-International

IHE International 
board

IHE DomainRegional IHE 

地域や国の活動
・ヨーロッパ：フランス、ドイツ、イタリア、…
・北米：アメリカ、カナダ、…
・アジア･オセアニア：日本、韓国、台湾、
中国、…

各分野の活動
放射線、臨床検査、循環器、病
理・臨床細胞、内視鏡、眼科、放
射線治療、………

※誰でも参加できる
オープンな組織。
2015から年会費を徴収。
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International Adoption of IHE
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海外のIHE

• RSNA （北米放射線学会）

• HIMSS （病院情報管理システム学会）

• ヨーロッパ

– IHE-UK （イギリス）

– IHE-F （フランス）

– IHE-D （ドイツ）

– IHE-I （イタリア）

• アジア・オセアニア
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IHE 

Demonstration

HIMSS 2015.4
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IHE 

Demonstration

HIMSS 2015.4

Interoperability 

Showcase
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IHE 

Demonstration

HIMSS 2015.4

Interoperability 

Showcase
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IHE 

Demonstration

HIMSS 2016.2
ラスベガス

Interoperability 

Showcase
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IHE 

Demonstration

HIMSS 2016.2
ラスベガス

Interoperability 

Showcase
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IHE 

Demonstration

HIMSS 2016.2
ラスベガス

Interoperability 

Showcase
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IHE 

Demonstration

HIMSS 2017.2
オーランド

Interoperability 

Showcase
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IHE 

Demonstration

HIMSS 2017.2
オーランド

Interoperability 

Showcase
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Interoperability 

Showcase

HIMSS 2018.2
Las Vegas
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Interoperability 

Showcase

HIMSS 2018.2
Las Vegas
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Interoperability 

Showcase

HIMSS 2018.2
Las Vegas
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アクター、トランザクションなどを
記載したドキュメント

IHEの成果物

（テクニカルフレームワーク）
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IHEの文書＝技術定義書

技術
定義書

統合プロ
ファイル１

アクター

トランザク
ション

統合プロ
ファイル２

アクター

トランザク
ション

Technical 
Framework

分野別に編集される

Integration
profile

業務シナリオ
Actor &

Transaction
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IHEを理解するための用語
• Technical Framework: 技術定義書

– Integration Profile: 業務シナリオ

– Actor: ひとまとまりの機能を提供する装置や機器

– Transaction: 通信手順とやり取りするデータ

Actor Actor
Transaction

Integration Profile-N

Actor Actor
Transaction

Integration Profile-2

Actor-1 Actor-2
Transaction-1

Integration Profile-1

Technical Framework

34



ワークフロー（画像検査）

部門：オーダ実施

レポート保管

RIS

HIS

PACS

画像検査機器 Modality

撮影中撮影完了

患者情報

患者登録

患者
情報の
取得

ゴール：
依頼科医が必要とする時、
いつでも利用可能な
完全で正確なレポート

検査オーダ

オーダー発行
依頼科医
による
画像検査
オーダー

撮影完了

画像保管・
管理

患者情報と
検査画像の

ネットワーク参照
のための保管

依頼科医師
による放射線
レポート参照

ネットワークからアクセス
可能なレポートの保存

読影ワーク
ステーション

画像と患者情報の
放射線科医への

提示

画像検索

関連する過去の検査のプリフェッチ

モダリティ

患者位置
決めと撮影

モダリティから
患者情報と

検査手続き情報
の検索

modality

worklist
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アクタ・ダイアグラム（画像検査ワークフローの例）

モダリティ

ＲＩＳ

ＨＩＳ（オーダエントリ）

ＰＡＣＳ

画像保存

画像検索

検査オーダ

画像保存

患者情報

撮影完了

予約状況
の通知

検査情報リスト取得

撮影進行中または、撮影
完了

実施
完了

画像処理

画像診断
レポート

画像検索

検査実施管理

画像表示

オーダー発行

画像撮影

可搬型媒体
作成

情報化したい業務
の主要な機能をモ
デルとして捉えると
ころから始まる。
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アクタ間のプロセスフロー
（画像検査ワークフローの例）

オーダの
作成

撮影ワークリ
ストの作成

オーダの発行

撮影ワークリスト
の取得

DICOM/MWL

HL7/ORM

検査実施
管理

オーダ発行 画像保存 画像撮影

画像保存

撮影完了撮影完了

表示条件の保存
DICOM/MPPS

DICOM/STORAGE

DICOM/STORAGE

DICOM/MPPS

撮影

オーダの実施
完了

HL7/ORM

各アクタの通信を時間を追って、
組み立てて行く。
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IHE Radiology Technical Framework, Volume 1 (RAD TF-1): Integration Profiles 

______________________________________________________________________________  

 

HL7, HEALTH LEVEL SEVEN and CDA are the registered trademarks of Health Level Seven 
International. 

_________________________________________________________________________ ___ 

50 
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overview of the information exchange between the Department System Scheduler/Order Filler 1405 

and Image Manager. 

To support the Scheduled Workflow Profile, an actor that claims support of other content 

profiles (Consistent Presentation of Images, Key Image Notes or Evidence Documents) is 

required to support the relevant storage, query and retrieve transactions and manage creation of 

those objects in the same way images are supported. The following diagrams will mostly show 1410 

the management of images. 

3.3.1 Administrative and Procedure Performance Process Flow 

This case covers both inpatient and outpatient procedures. The patient may be new or known to 

the current healthcare facility. The following sequence of steps describes the typical process flow 

when a request is made to perform an imaging procedure on a patient. 1415 
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Continued in Figure 3.3.1-2 
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Figure 3.3.1-1: Administrative Process Flow 
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IHE Techinical Framework

相互作用図

• 統合プロファイル

• ユースケースの記述

• アクターとトランザクションの概要

Volume 1:

• トランザクション

• コンテンツの実装仕様

Volume 2

• トランザクション 続き

Volume 3

• 国ごとの拡張

Volume 4

38
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IHEの分野

39
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40

日本IHE協会の適応分野（ドメイン）

放射線

放射線治療

循環器
臨床検査

病理・臨
床細胞

内視鏡

眼科

ITI

PCD

Dental

Pharmacy

PCC

QRPH

QRPH: Quality, Research and Public Health

PCC: Patient Care Coordination、ITI: IT Infrastructure

PCD: Patient Care Device、Pharmacy: 薬局、 Dental: 歯科

PaLM
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IHE活動

• 各分野での業務シナリオの作成

• 既存の規格を利用しての業務シナリ
オの実現

• 接続テスト

• 結果の公開・活動の広報

• 国際的な協調 など
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IHE-J Connectathon 2017.9.24-29

42

IHE勉強会
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コネクタソン参加数
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コネクタソン結果
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統合宣言書

製品

ごとに
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IHEと厚生労働省標準
IHEのドキュメントは一部厚労省標準となって
いる。

46
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厚生労働省標準規格

HS001  医薬品HOTコードマスター

HS005  ICD10 対応標準病名マスター

HS007  患者診療情報提供書及び電子診療データ提供書（患者への情報提供）

HS008  診療情報提供書（電子紹介状）

HS009  IHE 統合プロファイル「可搬型医用画像」およびその運用指針 (2008)

HS011  医療におけるデジタル画像と通信（DICOM）

HS012  JAHIS 臨床検査データ交換規約

HS013  標準歯科病名マスター

HS014  臨床検査マスター

HS016  JAHIS放射線データ交換規約

HS017  HIS, RIS, PACS, モダリティ間予約, 会計, 照射録情報連携指針(JJ1017指針）

HS022  JAHIS処方データ交換規約

HS024  看護実践用語標準マスター

47

「医療情報標準化推進協議会」により選定された標準的な規格（HELICS指針）に
ついて、厚生労働省の保健医療情報標準化会議における検討を経て、順次厚生
労働省標準規格として認定。国が実施する補助事業等を通じて標準規格の普及
を図る。
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厚生労働省標準規格（続き）

48

HS026  SS-MIX2ストレージ仕様書および構築ガイドライン

HS027  処方・注射オーダ標準用法規格

HS028  ISO 22077-1:2015 医用波形フォーマット－パート1：符号化規則

HS029  患者状態アウトカム用語集ベーシックアウトカムマスター ※

HS030  データ入力用書式取得・提出に関する仕様（RFD）※

HS031  地域医療連携における情報連携基盤技術仕様

HS032  HL7 CDAに基づく退院時サマリー規約 ※

HS033  標準歯式コード ※

以上 指針は、２１。厚生労働省標準規格は、１８．

※ HELICS指針。厚生労働省標準規格は未承認。
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地域医療連携における情報連携基盤技術仕様

HS031 厚生労働省標準規格

地域医療連携における情報連携基盤 技術仕様 
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まとめ
• ユーザとメーカの人が
共通の言語で意思の
疎通ができる。

• IHEは、開発コストや導
入コストを下げること
が可能。

• 情報システムの相互
運用性の向上。

• 国際的な協調により、
日本独自システムで
ないので、システムの
継続性が確保できる。
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ご清聴ありがとう
ございました。
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